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1. はじめに

 冬季石狩湾近郊では，北西の季節風

の吹き出し時に筋状の雲列群を形成した

筋状雲が日本海海上から同地域へ流入す

ることで大雪となることがある．大雪は，

交通障害をもたらすため防災上，筋状雲

の機構解明は重要である．日本海海上で

は，大陸から流れ込んだ寒冷な空気と相

対的に温暖な海面との温度差により対流

が発生する．各対流システムは，海面から

供給された水蒸気を含む空気が上昇し，

雲を形成する収束域と空気が下降する発

散域を形成する．これらの雲が風下方向

に流されることで筋状雲が形成される．

上述したように，水蒸気は筋状雲の発達

源であり，両者の空間的な関係は筋状雲

の構造を理解する上で重要である．本研

究では，5 秒間隔で観測地点の上空に存在

する水蒸気がすべて凝結した場合の降水

量(以下，可降水量)が観測可能な GPS 観

測を用いて，筋状雲との空間的な関係を

定量的に評価した．

2. 解析手法

本研究の解析対象期間は，2015 年から

2021 年において，11 月から 3 月の冬季

期間である．その内，石狩湾に対して北北

西から西北西の方位より筋状雲が流入し

ていた日を解析対象とした．石狩と星置

の GPS 観測地点で，どちらか一方が地上

の水平風の収束域，もう一方が発散域に

存在していた日について，両地点で観測

された可降水量を 10 分毎に比較した．  

3. 結果

筋状雲の出現日数は 80 日間である．ま

た．80 日間のうち，石狩湾に対して北北

西から西北西の方位より筋状雲が流入し

ていた日数は 34 日間であった．これらの

期間について，石狩と星置の一方が収束

域，もう一方が発散域に存在していたイ

ベントについて両地点で観測された可降

水量を比較した結果を図-1 に示す．ただ

し，GPS 観測の特性上，上方に向かって

観測範囲が逆円錐系で広がるため，雲間

隔距離が 10km 未満の場合は複数の収束

域・発散域が含まれることから 10km 未

満のイベントは除いた．収束域における

可降水量は，発散域における可降水量と

比較して平均 16%多いことが確認された．  

4. まとめ

筋状雲の収束域では，発散域に対し，

1.6 割程度可降水量が多いことが示され

た．今後，この差が筋状雲の発達にどのよ

うに寄与しているかを調べる必要がある． 
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図-１ 2 地点で観測された収束域に

おける可降水量に対する発散域にお

ける可降水量の割合
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